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課題について考えます。そして、ディスカッションフォームを使い、受講生同士が意
見を述べ合うことで、より深い学びを得ることを目指します。
【到達目標】
１）身近な事例をもとに日本語教育の必要性・重要性を学び、様々な角度から日本
語教育を捉えられること、２）外国語／第２言語としての日本語の仕組みや教え方が
分かること。
次に、授業計画を示す。フルオンデマンドの授業である故、対面の授業は想定されてい
ないが、講義スケジュールとしては、対面科目と同様に15週としてデザインされている。
【授業計画】
第１回：ガイダンス
第２回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】留学生の日本語１
第３回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】留学生の日本語２
第４回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】働く人の日本語１
第５回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】働く人の日本語２
第６回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】子どもの日本語１
第７回：【エピソードで学ぶ日本語教育学】子どもの日本語２
第８回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本語教育の現状を知る
第９回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本社会と外国人について考える
第10回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】異文化接触について考える
第11回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを学ぶ１（個人の観点から考える）
第12回： 【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを学ぶ２（関係論的な観点から考
える）
第13回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを教える
第14回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】「日本語」はどのような言語か
第15回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本語を研究するさまざまな観点を知る
本科目は、２つのモジュールで構成されている。１つ目は、「エピソードで学ぶ日本語
教育学」（以下、エピソード編）である。これは日本語教育が必要となる、身近なエピ
ソードをとおして、履修生自らが考えながら学び、身近な問題として捉えることを狙って
いる。２つ目は、「キーワードで学ぶ日本語教育学」（以下、キーワード編）である。これ
は日本語教育学の基礎をキーワードによって捉えることを狙っている。具体的には社会、
教育、言語の観点から様々なキーワードを取り上げており、それらを学ぶことで、日本語
教育学の全体像を把握できるようになっている。
次に、成績評価であるが、オンデマンド型であり、課題や相互評価などを盛んに行って
いるため、レポートやテストによる評価ではなく、平常点のみで評価することにした。具
体的には、15回の授業において求められる課題の提出数（50%）、多肢選択式課題へのス
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コア（25%）、相互評価への参加度（25%）で評価する。
最後に、授業運営は、日本語教育研究科の全教員と授業TAが担当することにした。各
講義には、日本語教育研究科の教員が担当講師として学生の課題提出のチェックと質問に
対応し、授業TAは学生たちのディスカッションの活性化を目的にファシリテーションを
行うようにデザインした。
３．授業開始前に行った準備や想定していたこと
本節では、コロナ禍にともなう計画変更に対して、どのような工夫を行ったのかについ
て述べる。本科目は、既述のとおり、当初からオンラインで提供される科目であったた
め、提供するコンテンツは2019年度の時点で完成していた。また、講義の流れも、全専任
教員で合意したものがあり、追加も変更も必要ないと考えた。こうした理由から、講義の
内容や目標などは変更せず、授業計画のみ修正をする形で2020年５月の授業開始を迎える
ことにした。具体的には、15週を12週に圧縮する作業を行った。
【改訂版の授業計画】
第１回：ガイダンス
第２回： 【エピソードで学ぶ日本語教育学】留学生の日本語１ 
【エピソードで学ぶ日本語教育学】留学生の日本語２
第３回： 【エピソードで学ぶ日本語教育学】働く人の日本語１ 
【エピソードで学ぶ日本語教育学】働く人の日本語２
第４回： 【エピソードで学ぶ日本語教育学】子どもの日本語１ 
【エピソードで学ぶ日本語教育学】子どもの日本語２
第５回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本語教育の現状を知る
第６回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本社会と外国人について考える
第７回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】異文化接触について考える
第８回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを学ぶ１（個人の観点から考える）
第９回： 【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを学ぶ２（関係論的な観点から考える）
第10回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】ことばを教える
第11回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】「日本語」はどのような言語か
第12回：【キーワードで学ぶ日本語教育学】日本語を研究するさまざまな観点を知る
学習の内容については、削ることなく、前半の「エピソード編」の部分を圧縮した。前
半を圧縮した背景には、表１がある。
表１では、「エピソード編」と「キーワード編」の違いを示している。表１から「キー
ワード編」の方が学習負担が大きいと判断し、「エピソード編」を圧縮した。なお、学習の
負担を考慮し、前半の「エピソードで学ぶ日本語教育学」の課題の数を半分に減らした。
Waseda Moodleでは、講義開始前にすべてのコンテンツの設定を完了していた。具体的
には、図１と図２の流れで配置した。
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図１は前半の「エピソード編」の講義例で、最初に講義の進め方を説明したあと、講義
動画を視聴する流れになっている。そして、３つの記述式課題を提出してもらったあと
に、提出された課題を履修生同士が相互評価する。最後に、担当講師が総括をするという
流れになっている。
図２は後半の「キーワード編」の講義例で、「エピソード編」と同様に最初に講義の
進め方を説明してから、講義動画を視聴してもらう。そして、視聴した動画の理解度を
チェックする目的で、多肢選択式のテストを受ける。そして、「エピソード編」と同様に、
３つの記述式課題を提出してもらったあとに、提出された課題を履修生同士が相互評価す
る。最後に、担当講師が総括をするという流れになっている。
４．授業開始後に起こったこと
本科目は、当初からオンラインでの提供を想定していたため、特に大きな混乱は起きな
かった。コロナ禍に伴うオンライン化の影響というよりは、開講初年度であるため、コン
テンツ自体の不備に関する問題が多かった。具体的には、１）講義動画の中に一部の記述
的ミスがあったこと、２）多肢選択式の問題において設定ミスがあったこと。１）の講義
動画のミスに関しては、コンテンツの作り直しは難しいため、学習管理システム上で正誤
表１　「エピソード編」と「キーワード編」の違い
エピソード編 キーワード編
講義動画の長さ 短め（１本あたり２分程度） 長め（１本あたり15分程度）
学習活動 考えて意見を述べる 概念を理解し、応用する
課題の構成 記述式課題 多肢選択式課題、記述式課題
課題の狙い
社会、教育、言語の観点から個々のエ
ピソードを捉えられること
概念を正確に理解すること、概念をさ
らに調べること自分の経験に照らし合
わせて主体的に捉え直すこと、エピ
ソードと関連づけて捉え直すこと
図１　 「エピソード編」のコンテンツ構成
図２　 「キーワード編」のコンテンツ構成
構成
早稲田日本語教育学　第29号
10
表を掲載した。２）は作題者側のミスがあったことを踏まえ、履修生の得点を調整する形
で対応した。
５．おわりに（考察、日本語教育領域への示唆など）
本科目は、個々人の進め方で勉強できるフルオンデマンド型の授業である。ネットワー
クとコンピュータさえあれば、いつでも、どこでも、勉強できる利点があり、こうした授
業形式は、今後、さらに広がっていくものと予測している。また、必修科目がオンデマン
ドで提供されることのメリットは大きい。
今後の計画として、2020年度春学期の実績を踏まえて、コンテンツの見直しを行う予定
である。また、オンライン上の動的コンテンツだけでなく、補足資料としてPDFによる
静的コンテンツも追加し、学習をサポートする予定である。
（り　じぇほ　早稲田大学大学院日本語教育研究科）
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